
 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市は 2024 年 10 月 23 日(水)と 24 日(木)に、アジアの脱炭素をテーマ

に知見やアイデア、ソリューションを共有するグローバルカンファレンス「第 13 回ア

ジア・スマートシティ会議」をパシフィコ横浜ノースで開催します。 

「アジアの都市と共にグリーンな未来へ」をスローガンに掲げ、世界の様々な知

見をもつ約 90 名の方々が登壇する 18 のセッションを展開し、同時に約 50 の企

業ブースにおいて活発なビジネス交流が創出される場を演出します。ぜひ、ご来場

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の登壇者について右記 HP をご確認ください。https://ascc13th.city.yokohama.lg.jp/ 

 

【取材申込み】 取材をご希望の方は、別添の取材申込書にてご連絡ください。（HP からの事前登録は不要です） 

 

 

 

令 和 ６ 年 1 0 月 1 6 日 

国 際 局 グ ロ ー バ ル ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 課 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局戦略企画課 

経 済 局 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「第 13 回アジア・スマートシティ会議」登壇者決定 
～アジアの都市と共にグリーンな未来へ～ 

⼭中 ⽵春／横浜市⻑ 
オープニングセッション（23 ⽇/10 時 00 分~10 時 30 分） 
クロージングセッション（24 ⽇/15 時 20 分~16 時 30 分） 

ラメシュ・スブラマニアム／ 
アジア開発銀⾏ セクターグループ局⻑ 
オープニングセッション（23 ⽇/10 時 00 分~10 時 30 分） 
港湾都市の脱炭素化（23 ⽇/13 時 10 分~15 時 10 分） 

ペトラ・ファーレ／ 
イケア・ジャパン株式会社 代表取締役社⻑ 兼 CSO  

ビジネスキーノート（23 ⽇/11 時 40 分~12 時 00 分） 

【主な登壇者の紹介】  

茂⽊ 健⼀郎 
脳科学者 
スペシャルキーノート（24 ⽇/10 時 00 分~10 時 30 分） 

アンヘリカ・ヌニェス／ 
世界銀⾏ 都市・強靭性・⼟地グローバル局  

プラクティスマネージャー 
オープニングセッション（23 ⽇/10 時 00 分~10 時 30 分） 

裏面あり 



 

 
 

 

【イベント概要】 

期 間  2024 年 10 月 23 日(水)・24 日(木) ※10 月 22 日（火）は海外都市向け視察を実施 

時 間  23 日：10 時 00 分～17 時 30 分 

 24 日：10 時 00 分～17 時 00 分（予定） 

場 所  パシフィコ横浜ノース（横浜市西区みなとみらい１－１－２） 

主 催  横浜市 

後 援  内閣府、外務省、財務省、国土交通省、環境省、CITYNET、 

国際農業開発基金（IFAD）、国連開発計画（UNDP）駐日代表事務所 

協 賛  古河電池株式会社、株式会社京三製作所、キリンホールディングス株式会社、  

 石井造園株式会社、株式会社大川印刷、株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ、 

 株式会社横浜銀行 

言 語  英語・日本語（同時通訳あり） 

参加費  無料 

参加登録 下記 HP からお申込みください。（要事前登録） 

 https://ascc13th.city.yokohama.lg.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラム概要】 

１ 持続可能な都市づくりに向けたビジョンの共有 

・横浜市ほか、世界銀行、アジア開発銀行などの国際援助機関、JICA（国際協力機構）、 

OECD（経済協力開発機構）、CITYNET（アジア太平洋都市間協力ネットワーク）等との 

連携によるセッション 

２ 脱炭素社会の実現に向けたイノベーションの創出 

・半導体、モビリティ、サーキュラーエコノミー、次世代／再生可能エネルギー等をテーマに 

各分野のトレンドや企業等の先進的な技術・取組を紹介するセッション 

・市内企業等によるピッチステージ、アジアの都市が課題解決に向けた提案を募るリバー  

スピッチ 

３ 横浜市で開催される国際博覧会・大型国際会議の PR 

・GREEN×EXPO 2027 の PR セッション 

・2025 年８月に横浜で開催される第９回アフリカ開発会議に向けた 

PR や、アフリカビジネスをテーマとしたセッションを開催 

4 次世代を担う若者からの発信 

・ヨコハマ未来創造会議や市内大学の若者等が、グリーン社会の実現に向けたアイデアを 

発表するセッション 

 

 

第 13 回アジア・スマートシティ会議 

公式サイト 

次頁あり 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本件は、横浜経済記者クラブへも同時発表しています。 

 

 

お問合せ先 

（イベント全体に関すること） 

国際局グローバルネットワーク推進課担当課長  卯都木 優子 Tel 045-671-4889 

（都市間連携に関すること） 

国際局グローバルネットワーク推進課国際技術協力担当課長 

中村 恭揚   Tel 045-671-4396  

（脱炭素分野の取組発信に関すること） 

脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局戦略企画課グローバル担当課長 

安養寺 智   Tel 045-671-4933 

（半導体・モビリティの取組発信に関すること） 

経済局イノベーション推進課担当課長          倉持 知子   Tel 045-671-2576 

【ブース出展企業等】 ※五十音順 

株式会社 R 2 / アイフォーコム株式会社 / アズビル金門株式会社 /  

株式会社アセンブルポイント / 株式会社アルガルバイオ / WHILL 株式会社 /  

株式会社 e6s / 株式会社 NJS / Enpower Japan 株式会社 /  

オデーサ IT ファミリー / Ｏｐｅｒｏ株式会社 / 鹿島建設株式会社 / カナデビア株式会社/  

株式会社カマン / 株式会社 kitafuku / 株式会社京三製作所 /  

キリンホールディングス株式会社 / 株式会社 clivia nobilis / GO 株式会社 /  

国際熱帯木材機関 / 国際農業開発基金 / Circular Yokohama(ハーチ株式会社) /  

株式会社 Sansei /サントモ・リソース株式会社 / 株式会社シーエムプラス /  

ＪＦＥエンジニアリング株式会社/ 信愛エナジー株式会社 / 新明和工業株式会社 /  

つばめ BHB 株式会社 / 株式会社 DCTA / 株式会社 TBM / 東京計器株式会社 /  

東芝インフラシステムズ株式会社 / 東邦レオ株式会社 / 日揮ホールディングス株式会社/ 

日本原料株式会社 / 日本ミクニヤ株式会社 / 株式会社 BIOTECHWORKS-H2 /  

株式会社ファインテック / フジクリーン工業株式会社 / 株式会社村田製作所 /  

八千代エンジニヤリング株式会社 /横浜ウォーター株式会社 / LOOVIC 株式会社 

【アジア・スマートシティ会議について】 

アジア・スマートシティ会議（Asia Smart City Conference）は、アジアの都市、政府

機関、国際機関、学術機関及び民間企業等の代表者が一堂に会し、アジアにおける持続的な

都市づくりに関する知見や実践事例を共有する、横浜市主催の国際会議です。 

本会議では、各都市の代表者から提示される都市課題や成長へのビジョン、民間企業や

学術機関によるソリューションの提案、及び公民連携を資金面で支援する国際機関の施策

など、世界の様々な知見（ベストプラクティス）が共有されます。また、参加者が新しいビジ

ネスチャンスを発見できる場を提供しています。 

昨年度の第 12 回会議（Y-SHIP2023 と併催）では、45 か国・地域から約 2,700 人

にご参加いただき、持続可能な都市づくりに向けた多くの知見が共有され、44 の海外都

市・政府機関等の参加のもと、アジアの脱炭素化に向けた共同宣言を行いました。 

裏面あり 
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BLUE STAGE(G2) GREEN STAGE(G1)

10:00-10:30
オープニングセッション

11:40-12:00
ビジネスキーノート

BLUE STAGE(G2) GREEN STAGE(G1)
10:00-10:30
スペシャルキーノート
10:40-11:25
横浜発！半導体オープンイノベーションの可能性

11:30-12:00
アジアのサーキュラーエコノミーハブとしての横浜の
可能性

13:10-14:10
アフリカビジネスセッション

14:30-15:10
Our Future is Here 〜気候危機に共に⽴ち向かう〜

15:20-16:30
クロージングセッション
都市が牽引する新たなグリーン社会の実現 〜アジ
ア・スマートシティ会議が果たす役割〜

2024.10.24（⽊）

10:40-12:00
アジアの都市によるリバースピッチ／⽇本企業による
ビジネスピッチ
〜都市課題の解決に向けたビジネスマッチング〜

10:40-11:30
GREEN×EXPO 2027セッション

タイムテーブル
2024.10.23（⽔）

G1では両⽇ともブース展⽰を実施

13:10-15:10
港湾都市の脱炭素化

13:10-13:55
次世代エネルギーの活⽤による脱炭素イノベーション
の創出
14:05-14:50
ＥＶは本当に実⽤的なのか 〜モビリティの2030年を
考える〜
15:00-16:00
市内および海外⼤学の学⽣による都市課題解決戦略の
共同提案発表：インフォーマル市街地におけるレジリ
エンス
16:15-17:15
ウェルビーイングを向上する都市デザイン

15:30-17:00
JICAセッション

13:10-15:10
シティネットSDGs分科会セミナー
SDGsと気候変動対策のシナジー - シティネットの
ネットワーク活⽤に向けて

プログラムの内容・登壇者等は変更になることがあります。あらかじめご了承ください。

10:00 - 12:00
世界銀⾏セッション



 

 
 

別紙 
 

 
 
 
 
横浜市国際局グローバルネットワーク推進課 行 

メール：ki-global@city.yokohama.lg.jp 

FAX：045-664-7145 

 

項目 内容 

貴社名（部署名）  

御担当者名  

当日の取材人数 人 

取材プログラム 
日 時  

プログラム  

取材内容 
ムービーカメラ             台 

スチールカメラ             台 

御連絡先 
電話     （       ） 

メールアドレス 

備考  

 

※１ プログラム等は順次 HP に掲載いたします。 

    https://ascc13th.city.yokohama.lg.jp/ 

お手数をおかけしますが、HP をご確認いただき、以下の提出期限までに 

 お申込みをお願いいたします。 
 

※２ 提出期限 

提出期限 内  容 

10 月 1８日（金） 

正午まで 

海外都市向け視察 

日時：2024 年 10 月 22 日（火）14 時 30 分～17 時 00 分（予定） 

場所：資源循環局鶴見工場 

（ごみ焼却工場の排ガスから CO2 を分離・回収し、都市ガス原料の

メタンを製造する「メタネーション」事業の見学） 

※13 時からのオリエンテーション（於：横浜国際協力センター６階）も

取材可能です。 

※説明スライド等、一部撮影を控えていただく可能性があります。 

10 月 21 日（月） 

17 時まで 

10 月 23 日（水）会議１日目 

10 月 24 日（木）会議２日目 

「第 13 回アジア・スマートシティ会議」 

取材申込書  


